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はじめに

平成17年4月，それぞれに歴史のある広島県立3大学の統合により，県立広島大学が開学しま

した。「地域に根ざした，県民から信頼される大学」を基本理念とする本学は，平成19年4月に公

立大学法人となり，地域の発展に寄与する人材育成の歩みを続けています。

平成25年3月，第二期中期目標が策定され，平成30年度までの6年間で「実践力のある人材の

育成」を目指した大学教育改革を一層強く推し進めることが次のように謳われました。

社会経済情勢の変化に柔軟に対応し，企業や地域社会において活躍できる実践力のある人材を

育成するためには，主体的に問題を発見し，解を見出す能力の向上が求められており，能動的

学修の導入など学生の主体的な学びを拡大するよう教育方法の転換を行う。また，学部学科の

枠組みを越え，各領域の専門性や強みを全学的な資源として活かし，特定領域の専門性を深め

るだけでなく，幅広い知識の修得や複眼的な学修を可能とし，学生の動機付けや学修意欲の向

上につながるよう，教育内容の質的向上・質的転換を図る。さらに，教員中心の授業科目の編

成から，学位を与える課程としての「教育プログラム」中心の授業科目の編成への転換など，

教育課程の体系化や組織的な取組を進め，教育体制の整備を図る。（「公立大学法人県立広島大

学 第二期中期目標」p.2より） 

本学が平成26年度に採択された文部科学省大学教育再生加速プログラム（Acceleration Program 
for University Education Rebuilding: AP）テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）は，私たちの大学

教育改革を後押ししてくれるものとなりました。この補助金によって加速する取組は，次のように

まとめることができます。

地域活動を組み込み，主として教室外で行う 「行動型学修」と，学修者の知的能動性を揺り動

かし深い学びを喚起する「参加型学修」を組み合わせた「能動的学修」を学士課程教育に計画

的に導入して教育改革を進める全学的な取組である。これにより，幅広い教養と高度な専門性

を備えた人材を育成し，生涯にわたり学び続ける自律的な学習者（アクティブ・ラーナー）の

育成を目指す。（AP事業取組概要より） 

平成26年度後期から1年半，従来より重ねてきた教育改善に新たな要素を盛り込みながら，AP
事業を続けてきました。本報告書は，平成28年3月までの取組状況を記録し，今後の検証と計画策

定に役立てようとするものです。

本学の教育に関心をお持ちの多くの方々にご覧いただきたいと思います。

平成28年3月 
県立広島大学AP事業推進部会 
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本学の AP 事業について 
（平成 26 年 8 月〜平成 28 年 3 月） 

１．教育改革の背景 

平成 17 年度に広島県立 3 大学を統合し，県立広島大学としてスタートして以来，本学で

は 3 キャンパスを結ぶ遠隔講義システムによる全学共通教育の実施や，全学的な FD 活動

の推進など，教育改善に不断の努力を重ねてきた。

統合時に設置された総合教育センターによって平成 25 年度までに行われた FD 活動では，

シラバス，授業改善アンケート，GPA，キャリア・ポートフォリオ，ティーチング・ポー

トフォリオ，ICT の活用，ルーブリック，アクティブ・ラーニングの手法など，多岐にわ

たるテーマを取り上げている。この積み重ねは，本学における諸制度の整備や，個々の授

業改善に一定の役割を果たしてきた。授業に対する満足度の高さがそれを示している。授

業改善アンケートによる総合的な満足度は，平成 17 年度後期の肯定的回答は 80.3%であっ

たが，平成 25 年度後期は 94.1%であった。 
 一方，満足度の割に，学生の主体的な学びを十分引き出せていないことが課題として残

されていた。授業改善アンケートによると，自主的な学習を行ったと答えた学生は，平成

25 年度後期で 80.9%であった。もう一つの課題は，価値観の異なる者同士が協働する機会

を十分に与えられていないことである。キャンパスごとに学生が学ぶ専門分野は異ってい

るが，そうした学生間の交流場面は限られてきた。

これらの課題解決は，第二期中期計画（平成 25～30 年度）で謳われた「実践力のある人

材の育成」を達成する過程で図られるものと思われる。第二期中期計画には次のような内

容が盛り込まれている（抜粋）。

【概要】地域に軸足を置き，世界を視野に活躍できる人材の「育成拠点」として，

全学的な教学マネジメントの下，地域や社会における今日的人材養成ニーズなどを

踏まえた，体系性を有する教育プログラムの編成，学生の能動的な学修の拡大，

学修成果の検証・可視化，国際化や大学連携の推進などに取り組む。

【個別項目の例】

・人材育成目標の明確化

・教育プログラムの改善と構造の明示

・教育内容・方法の改善に資するＦＤの推進

・学修成果の把握と検証

・学修時間の実質的な増加・確保とその的確な把握

・全学的な教学マネジメントの確立

・副専攻プログラムの導入と他学部履修等の促進

・全学共通教育の充実

・地域社会で活躍できる実践力等の育成

平成 26 年 3 月には，次の「人材育成目標」が策定された。 

県立広島大学は，主体的に考え，課題解決に向けて行動できる実践力と豊かなコミ

ュニケーション能力を備え，幅広い教養と高度な専門性に基づいて，高い志とたゆ

まぬ向上心をもって地域や国際社会で活躍できる人材を育成します。

この実現へ向け，本学では，(1) 教学マネジメントの強化，(2) 体系的な学士課程教育プロ

グラムの導入，(3) 教育方法の見直しと充実，というステップで教育改革を進めている。 

2



(1)教学マネジメントの強化 

教育改革を進める教学マネジメント強化策として，平成 25 年度より新たに教育改革担当

学長補佐を置き，その学長補佐を委員長とする教育改革推進委員会を発足させた。この委

員会は部局長を構成員とし，全学的な教育改革の方向付けを行っている。

平成 26 年度のＡＰ採択を受け，委員会のもとにワーキング（ＡＰ事業推進部会）を組織

し，具体的な協議と運用を担っている。事業の着実な推進を狙い，平成 27 年 3 月には執行

部・管理者向けの教学マネジメント勉強会を開催した。

次の図は，平成 26 年度の事業推進体制図である。平成 27 年度の事務組織改編に伴い，

現在は本部教学課が事務を所管している。

[参考資料１] 
・ＡＰ事業推進部会開催状況（p.8~10） 
・教学マネジメント勉強会講演資料（p.11~17） 

（2）体系的な学士課程教育プログラムの導入 

 教育改革推進委員会発足後，「幅広い履修を可能とする仕組みづくり」と「全学共通教育

の充実・改革」が早急に取り組むべき課題として示された。これらは，副学長（教育・学

生支援担当）がセンター長を務める総合教育センターにおいて，高等教育推進部門および

全学共通教育部門の検討課題とされ，専門の枠を超えた「異文化間コミュニケーション認

定プログラム」や，自由選択枠を含む新たな全学共通教育プログラムという形で具体化さ

れ，平成 27 年度の入学生から適用されている。 
新たな全学共通教育課程表は，「初年次導入」「基盤（外国語・情報・保健体育）」「キャ

リア」「教養（人文系・社会系・自然系・教養ゼミ）」「広島と世界」という 5 つの科目群で

構成されている。全科目の全学共通の狙いを明確にし，アクティブ・ラーニング（以下，

AL）を積極的に導入することとした。全学共通教育においては，次の力を身に付けさせる

ことを狙っている。
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・学問的成果を踏まえた幅広い知識を習得している。

・物事を多面的に捉え，自らの考えを組み立て，伝える力を身につけている。

・課題に気付き，その解決に向けて熟考し，行動を起こすことができる。

・他者を理解・尊重し，ともに豊かな社会づくりに貢献できる。

初年次導入と基盤科目の多くは 2 年次までに配当する一方，それ以外の科目は極力上位

学年まで履修可能とした。専門と並び立つ教養の涵養は不可欠であるという全学共通教育

の理念を「L 字型」と呼び，時間割上の配置などの検討を行いながら，その具現化に努めて

いる。

幅広い履修を可能とする仕組みとして構想された領域横断型・学部横断型プログラムは，

平成 27 年度より「異文化間コミュニケーション認定プログラム」としてはスタートした。

学部学科を超え，卒業時までに一定の単位を修めた者を認定するプログラムである。

新しい全学共通教育 

領域横断型・学部横断型教育プログラム 

(3) 教育方法の見直しと充実 

以上の教育改革の動きを背景に，平成 26 年度，大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）テ

ーマⅠ（アクティブ・ラーニング）に採択され，「教育内容の見直しと充実」に重点を置い

た教育改革を加速させている。「県立広島大学型アクティブ・ラーニング」を通じ，生涯学

び続ける自律的な学修者（アクティブ・ラーナー）を育成することを目指している。
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２．本学ＡＰ事業の概要 

本学における「アクティブ・ラーニング（AL）」は，学生の主体性を一層引き出すこと，

３つのキャンパスに分かれた学生に協働の場を提供することを狙っている。「参加型」「行

動型」という考え方はそれに基づいている。

「参加型」は，主に教室内でディスカッションやディベートなどの主体的な学修機会を設

け，学生の知的能動性を引き出すものである。一方「行動型」は，主に教室外でのフィー

ルドワークなどの体験を通じ，キャンパスを超えた学生間や地域との交流を促すものであ

る。

 「行動型」「参加型」の学修により，キャンパス内やキャンパス間での協働，さらに地域

との結びつきに支えられた授業の活性化が始まることを念頭に，本学の AL を CLAL
（Campus Linkage Active Learning，「クラル」）と名付けた。約 100 キロ離れたキャンパ
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ＡＰ事業推進部会開催状況 

平成２６年度 

回数 日時 議題（審議事項）

第１回 平成２６年１０月６日（月）

１６：２０～

【審議事項】

１ ＡＰ事業推進部会について

（１）ＡＰ事業推進部会要領（案）について

（２）体制図（案）について

（３）任務について

（４）平成２６年度スケジュールについて

第２回 平成２６年１１月６日（木）

１６：２０～

【審議事項】

１ 本学におけるアクティブ・ラーニングの定義について

２ 学修アドバイザー養成講座の実施について

３ 本学のファカルティ・ディベロッパーについて

４ フォーラムの開催について

５ 行動型学修支援について

【報告事項】

１ ＡＰ事業推進部会について

２ 事務補助員（賃金職員）の採用について

第３回 平成２７年２月１８日（水）

１４：４０～

【審議事項】

１ 教育改革フォーラムについて

（１）運営について 

（２）アンケート（案）について 

２ 平成 27 年度補助金調書（案）について 

【報告事項】

１ アクティブ・ラーニング導入状況調査結果について

２ 行動型学修に参加する学生への経費支援について

３ 教学マネジメントの構築に向けた勉強会の開催

について

４ 平成２６年度外部セミナー等参加報告について

５ 平成２６年度購入書籍について

第４回 平成２７年３月２５日（水）

１６：２０～

【報告事項】

１ 教育改革フォーラムの実施について

２ 平成 27 年度補助金調書について 

３ 教学マネジメントの構築のための勉強会について

４ 平成 26 年度取組報告について 

（１）外部セミナーへの参加報告について

（２）平成 26 年度購入書籍について 
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平成２７年度 

第１回 平成２７年６月１８日（木）

９：１５～

【協議事項】

１ 事業実施期間中及び平成２７年度の事業実施計

画について

２ 県立広島大学型アクティブ・ラーニング（CLAL）

の推進について

３ 行動型学修に参加する学生への経費助成に関す

る要領について

４ 先進事例調査等のための経費支出について

【報告事項】

１ ＡＰ事業推進部会要領の一部改正について

２ 平成２６年度ＡＰ事業実施結果報告について

３ 文部科学省への提出書類について

第２回 平成２７年７月３１日（金）

９：１５～

【協議事項】 

１ ファカルティ・ディベロッパーについて（案） 

２ 行動型学修に係る経費助成「体育実技Ⅱ」について 

【報告事項】 

１ ＡＰ事業推進部会ニュース第１号の配付実績及

び第２号の配付予定について 

２ 平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミ

ナー等参加状況について 

３ 行動型学修に参加する学生への経費助成に係る

申請・審査状況について 

第３回 平成２７年９月１７日（木）

１４：４０～

【審議事項】 

１ ファカルティ・ディベロッパー（ＦＤｅｒ）につ

いて（案） 

２ 行動型学修の経費助成に係る要領の変更につい

て（案） 

【協議事項】 

１ 学修アドバイザー（案）について 

２ 県立広島大学型アクティブ・ラーニング（ＣＬＡ

Ｌ）の基準（案）について 

【報告事項】 

１ ＡＰ事業推進部会員の交代について 

２ 第２回教育改革推進委員会における協議事項に

ついて 

３ ＦＤｅｒ候補者の一覧について 

４ 第１回ファカルティ・ディベロッパー養成講座に

ついて 
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５ 平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミ

ナー等参加状況について 

６ 行動型学修に参加する学生への経費助成に係る

申請・審査状況について 

第４回 平成２７年１１月１３日（金）

９：１５～

【審議事項】

１ 県立広島大学型アクティブ・ラーニング（ＣＬＡ

Ｌ）の基準について（案）

【協議事項】

１ 学修支援アドバイザー（案）について

【報告事項】

１ 文部科学省への提出書類について

２ 第２回ファカルティ・ディベロッパー養成講座の

実施について

３ 平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミ

ナー等参加状況について

４ 行動型学修に参加する学生への経費助成に係る

申請・審査状況について

第５回 平成２８年１月５日（火）

１３：１０～

【審議事項】

１ 学修支援アドバイザーについて（案）

２ 平成２７年度ＣＬＡＬ導入状況等調査について（案）

【報告事項】

１ ファカルティ・ディベロッパー養成講座の実施に

ついて

２ 平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミ

ナー等参加状況について

３ 行動型学修に参加する学生への経費助成に係る

申請・審査状況について
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■■ＣＬＡＬ（県立広島大学型アクティブ・ラーニング）の推進について■■ 

 県立広島大学型アクティブ・ラーニング（Campus Linkage Active Learning 以下，ＣＬＡＬという。）

の導入を促進するため，ＣＬＡＬの定義を定め，次の取組を行った。  

◆平成２７年度の補助事業実施計画（平成２７年度大学改革推進等補助金調書より一部抜粋） 

４月～２月 地域をフィールドとする行動型学修の実践に努める。 

５月～３月 他大学視察や学会参加により，先進事例に関する情報を収集する。 

５月～３月 「授業内容の充実」をテーマとして，組織的なアクティブ・ラーニングを実施して

いる取組を支援する。 

６月 後援会総会にあわせて、ステークホルダーとなる在学生保護者から意見を収集する。

10 月～２月 本学の教育改革・学修成果を検証するため、ステークホルダー対象のアンケートを

行う。 

（１）行動型学修に参加する学生への経費支援 

 平成２６年度から，「行動型学修」においてフィールドワーク，学外実習及びその成果発表会等に参

加する学生に対して交通費等の助成を行うための要領を制定し，各授業におけるアクティブ・ラーニ

ングの導入を促進することとした。

● 行動型学修に参加する学生への経費助成に係る申請・審査について（p.20~21）

（２）先進事例調査にかかる経費支援 

 学内教職員に対して，先進的な取組を行っている大学への訪問調査又は各種セミナー，講演会，研

修会，フォーラムへ参加する際の旅費を支出することとし，教職員のアクティブ・ラーニングへの理

解を促進した。

●「ＡＰ事業推進に係る先進事例調査等のための経費支出について」（p.22）
● 平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミナー等参加状況について（p.23~24）

（３）学修環境の整備（ICT 機器の導入） 

 広島キャンパス内図書館内ラーニングコモンズにおいて，電子黒板の設置およびタブレットの貸出

を行い，授業における参加型学修の導入を促進した。

（４）教職員向け研修会の実施 

 教職員に向けて，ＦＤ研修会として，ＣＬＡＬ推進にかかる研修会（ＦＤer 養成講座，学修アドバ

イザー養成講座等を含む）を実施した。 
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行動型学修に参加する学生への経費助成に係る申請・審査について 

１ 趣旨 

本学 AP 事業では，行動型学修の全学的な導入を推進するため，行動型学修へ参加する学生に対す

る経費助成事業を実施した。

平成２６年度から平成２７年度にかけて実施した経費助成について，申請の内容を次のとおり報告

する。

２ 平成２６年度の申請・審査状況 

 平成２６年度に運用した「行動型学修に参加する学生への経費助成に関する基準」に基づき提出さ

れた申請の一覧は次のとおり。

（期間：平成 26 年 9 月～平成 27 年 3 月） 

科目名 対象 実施日 担当教員名

１ 
地域の理解

（フィールドワーク）

全学科

１年

７名

11 月 21 日 五條 小枝子

２ 

地域の理解

（フィールドワーク）

全学科

１年

２４名

10 月 26 日 
11 月 22 日 
12 月 13 日 

五條 小枝子

地域の理解

（合同発表会）

全学科

１年

１名

2 月 7 日 

３ 平成２７年度の申請・審査状況

 平成２７年度から新たに施行した「行動型学修に参加する学生への経費助成に関する要領」に基づ

き提出された申請の一覧は次のとおり。

（期間：平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月） 

科目名 対象 実施日 担当教員名

１ 
情報システム実験 経営情報

２年生

３９名

6 月 23 日 
肖 業貴

情報技術基礎論 小川 仁士

２ 食品衛生学実験

健康科学

１～４年生

４０名

7 月 28 日 谷本 昌太

３ 地域情報発信論

全学科

１～４年生

８７名

8 月 31 日 
～9 月 4 日 

五條 小枝子

馬本 勉

塩川 満久

４ 
意思決定論 経営情報

３年生

４１名

11 月 11 日 
韓 虎剛

応用情報システム開発論 重安 哲也

５ 
プロジェクト研究

（１）

経営

２年生

５名

9 月 14 日 
～9 月 15 日 粟島 浩二
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６ 
プロジェクト研究

（２）

経営

２年生

５名

9 月 16 日 粟島 浩二

７ 体育実技Ⅱ

全学科

１～３年生

９名

9 月 8 日 
～9 月 10 日 楠堀 誠司

８ 
留学生と学ぶ広島

（第 2 回スタディツアー）

全学科

１～４年生

８５名

10 月 3 日 柳川 順子

五條 小枝子

９ 
留学生と学ぶ広島

（第 3 回スタディツアー）

全学科

１～４年生

８５名

12 月 5 日 柳川 順子

五條 小枝子

10 健康管理論

健康科学

２年生

３８名

12 月 11 日 松原 みゆき 

(非常勤講師)

11 東アジア地域史論演習

国際文化

３年生

５名

12 月 5 日 岡本 弘道

12 
留学生と学ぶ広島

（合同発表会）

全学科

１～４年生

４０名

1 月 23 日 柳川 順子

五條 小枝子

13 
地域の理解

（合同発表会）

全学科

１年生

９０名

2 月 6 日 五條 小枝子
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平成２７年度ＡＰ事業に係る教職員の外部セミナー等参加状況について 

平成２６年度の参加状況 

（期間：H26.09.19～H27.03.31） 

日程 セミナー等名称
参加

人数

H26.09.25 岡山大学教職員研修 ３名

H26.11.29 京都光華女子大学シンポジウム（AP） ３名

H26.12.06 広島大学高等教育研究開発センター シンポジウム「学生と大

学」
１名

H26.12.06 第 5 回大学教育改革フォーラム in 九州産業大学 １名

H26.12.20 思考し表現する学生を育てるⅣ（ワークショップ） １名

H27.01.24 2014年度京都FDer塾 「カリキュラム・デザインとは何か？－ 
一貫性のあるカリキュラム構築を目指して－」

１名

H27.02.13 放送大学国際シンポジウム 2015  
障害のある学生への支援－高等教育と ICT 活用－ １名

H27.02.20~22 第 7 回 moodle moot japan １名

H27.02.21 
関西大学 FD フォーラム・AP 採択記念シンポジウム 
「21 世紀を生き抜く考動人＜Lifelong Active Learner＞を育

成するために～未来を切り開く交渉術～

１名

H27.02.21~22 横浜国立大学 AP 推進フォーラム 
「学生のための，学生を成長させる『学修成果の見える化』へ」 ２名

H27.2.24 関西大学 AP シンポジウム 
「反転学習はディープ・アクティブラーニングを促すか？」

１名

H27.02.28 
~03.01 第 20 回 FD フォーラム １名

H27.03.09 山口大学 AP キックオフシンポジウム ２名

H27.03.09 教育ネットワーク中国第６回研修会（広島国際大学第２回 FD
講演会と共催）「大学教育における反転授業の利活用法」

２名

H27.03.10 比治山大学・比治山大学短期大学部 第 1 回 AP セミナー ４名

H27.03.13 
龍谷大学ラーニングコモンズ開設記念・第 10 回龍谷大学ＦＤ

フォーラム

「ラーニングコモンズを学びの空間として育てていくために」

２名

H27.03.13~14 第 21 回 大学教育研究フォーラム ６名
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平成27年度 担当科目におけるＣＬＡＬ導入状況調査 

 この調査は，本学における県立広島大学型アクティブ・ラーニング（Campus Linkage Active Learning：

CLAL）導入の現状と課題を探ることを目的として，平成27年度の開講科目を担当している教員（非常勤講師

を含む。）を対象として行うものです。 

 本学は，平成25年度からの第2期中期計画において，教育改革への取り組み強化を主軸に据え，確かな研

究力と教育力に基づき，地域の連携拠点としての実績と強みを活かした人材を育成することをめざしていま

す。この教育改革への取り組みを着実に実施し，より確かなものにするため，平成26年度文部科学省「大学

教育再生加速プログラム（AP）」（テーマⅠ アクティブ・ラーニング）に採択され，「教育内容や方法の見直

しと能動的学修の定着」に取り組んでいます。 

この調査は，今後の本格的な事業推進，今後のさまざまな取り組みのための基礎資料となるものです。ご

回答いただいた調査結果はAP事業推進部会が責任をもって管理し，統計的に処理します。結果については，

統計処理終了後，教育力の向上，授業改善に取り組むための基礎資料としてご活用いただくため，AP事業推

進部会委員を通じて各学部学科・センター等に提供します。また，AP事業にかかる外部評価委員会や文部科

学省等，事業評価に必要な際には情報を提供いたします。 

以上の趣旨をご理解いただき，ご協力賜りますようお願いいたします。 

なお，AP 事業の概要については教職員専用 Wiki をご覧ください。今年度に実施した推進部会の資料や議

事録等も掲載しています。また，ご不明な点がありましたら，下記担当者までお問い合わせください。 

お忙しいところ恐縮ですが，平成28年2月 15日（月）17：00までに，調査票に記入の上ご提出くださる

ようお願いいたします。 

ＡＰ事業推進部会長 馬 本 勉 

❖提出締切： 平成２８年２月１５日（月）１７：００ 

❖提 出 先： 広島キャンパス：メール室（回収BOXを設置） 

庄原キャンパス：教学課 AP担当 

三原キャンパス：教学課 メールボックス 

❖問合わせ先：  本部教学課教務係 伊藤（AP事務担当） 

電子メールアドレス  s-itou13039@pu-hiroshima.ac.jp 

電話番号  082-251-9710（内線1188） 

この調査では，CLALを次のように定義しています。 

１学期における授業（90分×15回＝1350分）の中で300分（１講義あたり20分×15回）以上の 割

合で，本学が定める行動型・参加型アクティブ・ラーニング手法を取り入れ実施する授業 

※手法や回数を問わず，300分以上の時間をアクティブ・ラーニングに充てていればCLALとします。 

※実習及び実技は「ｄ.その他の行動型手法」，演習及び実験は「ｐ.その他の参加型手法」としてください。 

区分 本学が定めるアクティブ・ラーニングの手法 

行動型 

（主に教室外） 

ａ．フィールドワーク ｂ．体験学修（現地体験，地域活動） 

ｃ．他キャンパスの教員・学生との交流を伴う学修 

ｄ．その他の行動型手法（実習・実技を含む） 

参加型 

（主に教室内） 

ｅ．ミニッツペーパー ｆ．振り返り ｇ．プレゼンテーション 

ｈ．グループワーク  ｉ．ディスカッション ｊ．ディベート 

ｋ．ワークショップ  ｌ．ＰＢＬ※1  ｍ．ＴＢＬ※2 

ｎ．双方向授業  ｏ．反転授業  

ｐ．その他の参加型手法（演習・実験を含む） 

※1 Problem-Based Learning：問題基盤型学修／Project-Based Learning：課題解決型学習 

※2 Team-Based Learning：チーム基盤型学修 
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平成27年度 ＣＬＡＬの導入に係る意識調査 

 この調査は，本学ＡＰ事業で推進する県立広島大学型アクティブ・ラーニング（Campus Linkage Active 

Learning：CLAL）の導入に係る教員の意識を把握し，現状と課題を探ることを目的として，平成27年度の開講科

目を担当している教員（非常勤講師を含む）を対象として行うものです。 

 並行して依頼をしております「平成27年度 担当科目におけるCLAL導入状況調査」（以下「導入状況調査」と

する。）では，担当科目毎にCLALの導入状況を把握することを趣旨としていますが，この調査はCLALの導入に対

する教員一人ひとりの意見を伺うことに主眼を置いています。 

 ご回答いただいた調査結果は，「導入状況調査」と同様に，AP事業推進部会が責任をもって管理し，CLALの推

進やＡＰ評価委員会への報告等に活用いたします。 

 以上の趣旨をご理解いただき，ご協力賜りますようお願いいたします。なお，この調査へのご協力は【任意】と

しております。 

 ご協力をいただける方は，お忙しいところ恐縮ですが，平成28年 2月15日（月）17:00までにご回答くださる

ようお願いいたします。 

ＡＰ事業推進部会長 馬 本 勉 

❖提出締切： 平成２８年２月１５日（月）１７：００ 

❖提 出 先： 広島キャンパス：メール室（回収BOXを設置） 

庄原キャンパス：教学課 AP担当 

三原キャンパス：教学課 メールボックス 

❖問合わせ先：  本部教学課教務係 伊藤（AP事務担当） 

電子メールアドレス  s-itou13039@pu-hiroshima.ac.jp 

電話番号  082-251-9710（内線1188） 

◎ 氏名および所属を教えてください。 

氏名 

所属 

数字を○で囲んで 

ください。

１ 人間文化学部 国際文化学科 ２ 人間文化学部 健康科学科 

３ 経営情報学部 経営学科  ４ 経営情報学部 経営情報学科 

５ 生命環境学部 生命科学科  ６ 生命環境学部 環境科学科 

７ 保健福祉学部 看護学科  ８ 保健福祉学部 理学療法学科 

９ 保健福祉学部 作業療法学科 10 保健福祉学部 コミュニケーション障害学科 

11 保健福祉学部 人間福祉学科 

12 総合教育センター  13 学術情報センター 

14 地域連携センター  15 国際交流センター 

16 非常勤講師 

問１．CLALの導入状況を教えてください。 

平成27年度の担当科目でCLALを導入している（300分以上アクティブ・ラーニングを実施している）授業はあ

りますか。当てはまる数字を○で囲んでください。 

１ 全ての授業で導入している。 → 問２および問４をお答え下さい。 

２ 一部の授業で導入している。 → 問２，問３および問４をお答えください。 

３ 全ての授業で導入していない。 → 問３および問４をお答え下さい。 
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問２．問１で 「１」または「２」 と答えた方にお聞きします。 

［ア］ アクティブ・ラーニングの実施による，学生の学修に対する効果をどのように感じていますか。当てはま

る欄に○を入れてください。 

１ そう思う 
２ どちらとも 

 いえない 
３ そう思わない 

学修内容の理解度が 

上がった 

授業への参加が積極的 

になった 

質問が増えた 

授業外の学修時間が 

増えた 

レポート等，課題の 

質が向上した 

遅刻・早退・欠席が 

減った 

私語が減った 

居眠りが減った 

［イ］ その他，感じている効果等があれば具体的にお聞かせください。 

問３．問１で 「２」または「３」 と答えた方にお聞きします。 

［ア］ CLALを導入していない理由について，当てはまる欄に○を入れてください。 

１ そう思う 
２ どちらとも 

 いえない 
３ そう思わない 

授業の内容上導入が 

難しい 

大人数の授業である 

ため 

事前・事後の作業時間

が増える 

講義に充てる時間が 

減る 

教育効果があると 

思わない 

周囲も導入していない 

手法がわからない 

面倒である 

なんとなく 

28



3

［イ］ その他の理由があれば自由にお聞かせください。 

問４．全ての方にお聞きします。 

［ア］ 平成28年度の授業におけるCLALの導入予定について，当てはまるものに○を付けてください。 

１ 行動型アクティブ・ラーニングの導入を検討している。 

２ 参加型アクティブ・ラーニングの導入を検討している。 

３ 行動型・参加型をともに含む複合型アクティブ・ラーニングの導入を検討している。 

４ 導入を検討していない。 

［イ］ ［ア］の回答理由を具体的にお聞かせください。 

［ウ］ CLALを導入するための支援について，必要だと思うものにチェックを入れてください。（複数回等可） 

□１ FDer養成講座の充実  □２ 行動型学修への経費助成

□３ ラーニングコモンズ等の学修環境整備 □４ ICT機器・環境の整備

□５ 研修会等の情報提供 □６ 研修会等参加への経費助成

□７ 学修支援アドバイザー制度の充実

□８ その他（ ） 

ご協力ありがとうございました。 
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■■ＦＤer（ファカルティ・ディベロッパー）の養成について■■ 

平成 27 年度から，県立広島大学におけるＦＤer の定義・役割を定め，養成を開始した。 

【定義】 

担当授業等においてアクティブ・ラーニングを実践し，学科内の他の教員へアクティブ・ラーニ

ングに関する指導・助言を行うとともに，本学におけるアクティブ・ラーニングの普及・浸透に努

める者。 

【ＦＤｅｒの役割】 

○自身の担当する授業においてアクティブ・ラーニングを取り入れ，授業改善を行う。

○他の教員が担当する授業について，ピアレビューや助言を行う。

○学科内及び学内における普及・浸透のため，事例発表や先進事例調査を行う。

○アクティブ・ラーニングの視点から，学科のカリキュラムに提言を行う。

【ＦＤｅｒの指定（候補者）及び認定条件】 

ＦＤｅｒは次の者を指定（候補者）とする。 

①ＡＰ事業推進部会の部会員教員

②行動型学修に係る経費助成事業に採択された教員

③先進事例調査に係る助成対象教員

④学部代表部会員からの推薦教員（各学科１名）

【ＦＤｅｒの指定（候補者）及び認定条件】 

条件 
指定された年度において開催される年４回の 

ＦＤｅｒ養成講座を受講した者【年度ごとに養成】 

養
成
者
数

Ｈ２７年度 １５名 

Ｈ２８年度 １０名（計２５名） 

Ｈ２９年度 ５名（計３０名） 

※講座を受講できなかった者については，ＤＶＤの貸出により対応する。 

【ＦＤｅｒ養成講座実施状況】

内容 日時 テーマ

第１回 平成 27 年 9 月 14 日（月）

15:00~17:30 
アクティブ・ラーニングとファカルティデ

ィベロッパーについて

第２回 平成 27 年 12 月 1 日（火）

16:20~17:50 
アクティブ・ラーニングの具体的手法の導入

第３回 平成 28 年 2 月 19 日（金）

14:00~16:00 
アクティブ・ラーニングの実践的技法を学ぶ

第４回

（教育改革フォーラム）

平成 28 年 3 月 4 日（金）

14:00~17:30 
アクティブ・ラーニングの導入と評価

講座の内容（講演資料）は p.38~45 のとおり。 
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■■学修支援アドバイザー養成について■■ 

平成 27 年度から，学修支援アドバイザーの定義・役割を次のとおり定め，学生募集を開始すると共に，教職

員の理解を深めるためのＦＤ研修および学生向けの研修を開始した。 

【定義】 

授業内外において本学学生への学修支援を行う学生であり，他者の学びを支援すること等を通じて， 

自身が学ぶ喜びを感じ，生涯学び続けるアクティブ・ラーナーを目指す者。 

【学修支援アドバイザーの役割】 

① 所定の日時にラーニングコモンズに待機し，学生の学修相談に応じる。

② 文献検索や課題作成，ＰＣ等機器の操作について支援を行う。

（現在の図書館の学修支援アドバイザーの役割）

③ 自身が得意とする教科の学習指導（リメディアル教育）を行う。

④ 学修支援や学習指導を内容とする学内イベントを企画・実施する。

⑤ 担当教員の指示を受けて，事前学修を含む授業外学修のサポートや，授業（演習，実験及び実習を含む）

内での授業運営支援を行う。 

⑥ 授業計画の策定の際に，教員の求めに応じて，授業改善に資する意見を述べる。

⑦ 他者を支援・指導する立場として，知識・見識を広めるための努力をする。

【役割および活動場所】 

学修相談・学習指導に係る活動 授業支援に係る活動 その他 

役割（活動場所） ① ② ③ ④（ラーニングコモンズ） ⑤ ⑥（講義室等） ⑦（学内外）

【活動内容（例）】 

学修相談 

学習指導 

① ・ラーニングコモンズに待機し，学修の悩みについて相談を受ける。 

② 
・希望学生に対して，文献・資料の検索や，レポートの作成を支援する。 

・ＰＣや電子黒板を使用する際に，操作を補助する。 

③ ・希望学生に対して，高校の内容を中心とした教科学習の指導をずる。 

④ ・学生を対象に，資料検索やレポート作成についての講習会等を開催する。 

授業支援 
⑤ 

・授業外において，事前課題の作成をサポートする。 

・授業内において，グループ討議のファシリテーションをする。 

⑥ ・授業期間終了後，受講者の視点から，授業への要望を教員に伝える。 

その他 ⑦ 
・学内外で行われる講座やセミナーに積極参加する。 

（参加に係る費用は，上限を設けた上でＡＰ予算において負担する。） 

【雇用条件】 

時給：８９０円／任期：卒業（大学院生の場合は修了）するまで継続可 

【学修アドバイザー養成講座（教員向けＦＤ）実施状況】 

内容 日時 テーマ

第１回 平成 27 年 12 月 24 日（木） 
13:30~16:30 

学生による学修支援

～大学教育における役割を考える～

第２回 平成 28 年 2 月 18 日（木） 
14:40~16:10 

アクティブ・ラーニングの具体的手法の導入

講座の内容（講演資料）は p.47~63 のとおり。 

【学修アドバイザー養成講座（学生向け）】 

平成 28 年 3 月 24 日（木）10:40～14:30 
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平成26年度文部科学省大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ）選定事業

生涯学び続ける自律的な
アクティブ・ラーナーの育成をめざして

県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学県立広島大学
ＡＰ事業推進部会ニュース
平成2７年３月

アクティブ・ラーニング 始まります。 アクティブ・ラーニング 始まります。 

知の創成拠点としての能動的学修の推進
県立広島大学長　中村　健一

県大流　学びのスタイルとは
AP事業推進部会　西本　寮子

本学の取組に関するお問い合わせは，以下へお願いします。
県立広島大学　AP事業推進部会県立広島大学　AP事業推進部会
〒734－8558  広島市南区宇品東一丁目1－71
e－mail  kaikaku＠pu－hiroshima.ac.jp

県立広島大学 テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）大学等名 テーマ

取組概要 地域活動を組み込み，主として教室外で行う「行動型学修」と，学修者の知的能動性を揺り動かし深い学びを喚起する「参加型学
修」を組み合わせた「能動的学修」を学士課程教育に計画的に導入して教育改革を進める全学的な取組である。これにより，幅広
い教養と高度な専門性を備えた人材を育成し，生涯にわたり学び続ける自律的な学修者アクティブ・ラーナーの育成を目指す。

県立広島大学型　アクティブ・ラーニング

行動型学修 教室外 教室内

学修支援

教室外での学びを取り入れる
・学生間交流
・地域との交流
・異文化交流

→各キャンパスに拠点
を置いた
　地域活動

フィールドワーク
現場体験
インターンシップ
学修成果発表会

◇学修環境の整備　　◇支え合いをリードする学生の育成　　◇教職員研修の充実
行動型学修実践支援　　学修アドバイザー育成　　ファカルティ・ディベロッパー養成

教育改革の
STEP

アクティブ・ラーニングを受講する
学生の割合 *

*29年度の数値目標はアクティブ・ラーニングを再定義した上での値である

ファカルティ・ディベロッパー養成

学修アドバイザー育成

25年度 29年度

100%100%

30人0人

55人0人

数
値
目
標

教学マネジメント 体系的な学士課程
教育プログラム

自己評価システム

・協働学修
・反転授業
・プロジェクト学修
・双方向授業

→学修意欲・自主性を
　引き出す学びの
スタイル

振り返り
プレゼンテーション
ディスカッション・ディベート
授業公開促進

知的能動性を揺り動かす

参加型学修学生の主体性を育む能動的学修

教育方法の見直しと充実
授業方法の転換・改善

生涯学び続ける自律的な学修者
【アクティブ・ラーナー】

Campus  Linkage  Active  Learning 【CLAL】

学長のリーダーシップの下，教育改革に取り組む。本学での学びに対する学生の満足度を高め，
卒業生の活躍により地域への波及効果を狙う。

●教室外での学びを取り入れ，学修意欲・自主性を引き出す新たな教授法による授業外学修の充実を
加速する。
●知識を活かせる人材の育成を目指して，真の問題発見力や課題解決力，論理的思考力を育む。

●FD・SD活動の充実により，教職員の意欲を向上させる。目標を共有し，教育の質的改善に全学的・
組織的に継続して取り組む。

●学生同士が教え合うことで，学びを定着させる。

県立広島大学は，2005年，広島市，三原市，庄原市に存在した広島県内の3大学統合に
より，「地域に根ざした，県民から信頼される大学」を基本理念とした新大学の歩みを開始し
ました。以来，10年間の地域との関わりにおいて，県民に信頼される上で最も大切なミッシ
ョンは，地域に誇りうる確かな人材育成にあるという確信に至りました。そのため，2013年度よりスタートした
第二期中期目標においては，「グローバル化が進む社会経済環境の中で，企業や地域社会において活躍できる
実践力のある人材の育成」をトップスローガンに掲げ，全学を挙げて教育への取り組みがなされています。
その実現にあたっては，教育改革推進委員会を学長直轄として設け，教育改革の推進を進めています。実施

過程で得られた共通意識は，グローバル化の進展した社会において，大学教育に求められているのは，『命題
知』を古典的に修得させる従来の教育に留まらず，『応用知』あるいは『実践知』の涵養が極めて重要である
という認識でした。
能動的学修の推進はそうした目的を果たす上で求められる必然的活動であり，能動的学修推進に焦点化し

た取組への検討がなされました。その結果，フィールドワークなどの教室外の学修に基づいた行動型学修と、
双方向授業や反転授業など教室内での知的能動性を育む参加型学修の融合を基本とした、能動的学修教育
プログラムを構築することができました。幸いこの教育プログラムは，平成26年度の文部科学省助成事業で
ある「大学教育再生加速プログラム」の採択に至り，現在着実にその推進がなされています。私達は，学内外
の多くの方のご協力の下，全国大学の先駆的模範例となる，効果的な能動的学修を推進する実践活動を目指
しています。皆様からの幅広いご支援を宜しくお願いします。

ますます多様化、複雑化し、先が見えない現代社会にあって、答えのない課題に果敢に立
ち向かう力を身につけることが大学教育に求められています。本学では、特色ある4つの学
部で学ぶ学生たちが生涯にわたって学び続けるアクティブ・ラーナーとしての資質を身につ
けられるようアクティブ・ラーニングを計画的に導入します。
対話を重視した双方向授業を取り入れるアクティブ・ラーニングの方向性はふたつ。時には教室を飛び出して

地域の課題と向き合う行動的学修、ディスカッションなどを通じて意見を交わし、なにより自己との対話を通じ
て主体的に学ぶ意欲を引き出す参加型学修。これにより学生たちの知的能動性を揺り動かし、深い学びを喚起
します。それぞれ100㎞離れた3つのキャンパスと広島市内中心にあるサテライトキャンパスを舞台として学生
の主体的学びを引き出す能動的学修、それが私たちがめざす県大型アクティブ・ラーニングのかたちです。

平成26年度  文部科学省
「大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。

H26 年度教育改革フォーラム（H27.3.7）
学生による公開ディベート

1 目　的
地域に軸足を置き世界を視野に活躍できる人材の育成拠点として，本学が掲げる人材育成目標の実現のために全学で

取り組んでいる教育改革のうち，授業方法の見直し・改善と教育方法の充実・転換を目指したアクティブ・ラーニングの
導入を加速し，学生の学修意欲を喚起し，主体性をはぐくむ教育を定着させることを目的としています。

2 具体的な実施内容
（1） 体系的に組み立てられた学士課程教育プログラムとアクティブ・ラーニング

全学共通教育は，大学教育の基盤をなす科目群と豊かな教養を身につける科目群に再編して，自らの学びを選択する
仕組みを加えて，平成27年度からスタートします。

（2）「主体的な学びを育む能動的学修」の実現を目指す「行動型学修」と「参加型学修」
「主体的な学びを育む能動的学修」を実現するため，教室の外で積極性を身につける「行動型学修」と教室内の学修で
知的能動性を揺り動かし，深い学びを喚起する「参加型学修」を，教育目標と教育内容に沿って計画的に取り組むことで
学びの質を向上させることを目指しています。

（3）「支え合い，学び合う」人材育成の仕組み
授業改善を実践し，組織的・継続的に教育の質的改革をけん引するファカルティ・

ディベロッパーを養成し，教員同士が支え合い・学び合う仕組みを構築します。

3 事業期間
平成26年度～平成29年度（4年間）

4 取組概要
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アクティブ・ラーニング科目を全学年で開講する 3 種の体系的な学士教育課程プログラム（①全学共

通教育　②専門教育　③領域横断・学部横断型教育プログラム）を導入します。幅広い履修を可能とする

仕組みから学生が自らの学びを選択することで，みなさんの知的能動性を引き出し，みなさん自身が深い

学びを実感できる自律的な学びのスタイルの獲得をめざしています。

① 全学共通教育
全学共通教育では，主として「幅広い教養」を身につけることを目的としています。
大学教育全体の「基盤・基礎」にあたるコア科目群，自らの専門領域に偏らない「教養」を身につける
科目群を，バランスよく配置しています。例として以下のような科目を開講しています。

多様化する国際社会において，文化的背景の異なる人々と共に未来を切り拓いてゆける，異文化に対する理解力や
コミュニケーション能力を身につけた人を育成します。

③ 領域横断・学部横断型教育プログラム（Campus-Linkage Program）
従来の教養教育・専門教育という区分や学問領域に捉われず，学生が専門教育と並行して自らの学

びを選択することで，幅広い視野やグルーバルな視点を育て，関連領域の学びを促進するためのプログ
ラムです。一例として以下のようなプログラムがあります。

② 専門教育
それぞれの特色と強みを生かし，「高度な専門性」を担う各学部・学科の専門教育では，平成25年度

からミッションに沿った教育課程の体系化を進めています。

平成27年度から新しい共通教育が始まります。

大学での学修が高校までの勉強と大きく異なる点は，周りが与えてくれるものを吸収するスタイルから，

問題意識を持って自発的に課題に取り組む姿勢が不可欠になるということです。

高校時代と同じようにびっしりと時間割を埋めることは，お勧めできません。できれば空き時間をいくつか

つくっておきましょう。その時間に予習・復習したり，図書館や情報処理演習室で必要な文献を調べたり，先

生の研究室を訪ねたり，わからない問題を友達と相談したりできるからです。

大学で授業を受けるうえで肝心なことは，多様な授業スタイルに慣れること，授業ごとに異なるルールを

知ること，積極的に授業に参加することです。

単位を取ることは大学を卒業するために必要なことですが，それ自体が目的ではありません。本当に大事

なことは，「授業を通してあなたの知識，技術，態度，価値観，感性を磨くこと」です。そして，学ぶおもしろさを

感じることです。

●日本の大学のカリキュラムは上記の前提に基づいています。それぞれの授業で授業時間外に行う課題が出されます。
しかし，教員は手取り足取り教えてくれるわけではありません。大学の授業は，教員の話を一方的に聴いていればよい
のではなく，自ら主体的に学修し，自分自身で対話する姿勢を身に付けましょう。

●自発的に学ぶことは，自分の頭で考える習慣を身につけることです。そして学ぶ習慣をつけることは，大学を卒業後，
どんな仕事に就いても不可欠となる要素です。自発的に学ぶ習慣は，大学での学修活動に応用できるだけでなく，卒
業後の人生においても役立ちます。

生涯学び続けるアクティブ・ラーナーになるために

単位制度と学修時間について

■ 学生の学修時間
　・半期20単位の場合（2単位90分）

　・日常時間と大学時間
日常の1時間 ＝ 60分

　　本学の1時間 ＝ 45分
　　　県立広島大学：1時間45分 ⇒ （90分×15回）＋ 授業時間の倍の自習 ⇒ 2単位

■ 大学における学修時間の定義
　・学生の学修時間（大学設置基準　第21条）

【参考図書】近田政博「学びのティップス大学で鍛える思考法」玉川大学出版部，2009 年

大学における学修時間 自学自習時間 一週間の学修総量 一日の学修量

900分（15時間） 1,800分（30時間） 2,700分（45時間）
540分（9時間）
※週5日間の学修

＝ ＋1単位 授　業 自学自習

1時間×15回 2時間×15回

平成27年度入学生から始まる L字型教育

体験と対話を重視する
教育への転換を図るキ

ャ
リ
ア

広
島
と
社
会

教養

基盤
外国語 情報 保健体育教養

人文

県大型アクティブ・ラーニング

自然 社会
◇学部学科の枠を越えて共通して身につけ
るべき幅広い視野と実践力を育む

◇学科の特性に応じて設定される自由選択
枠を利用して自らの学びを組み立てる

地域での活動や海外
研修（行動型学修）

対話を重視する
参加型学修

◇キャンパスを飛び出して地域での活動や
海外研修に参加

◇教室の中では対話を重視，コミュニケー
ション力を磨く

幅広い視野と実践力を育む５つの
科目群に再編

自らを相対化する視点を養う
「教養ゼミ」の新設

大学における勉学の進め方の基本となる主体的・能動的学修
に必要な技能を修得し，課題解決のための思考能力を培います。

中国新聞社の御協力を得て，地域に密着したテーマについて
取材・記事の編集・発信に至る一連の流れを体験しながら，
情報の発信力を身につけます。

大学基礎セミナー

異文化間コミュニケーション認定プログラム

地域情報発信論

全学共通教育科目「地域の理解」における
安芸高田の神楽の体験

行動型学修

参加型学修
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生の研究室を訪ねたり，わからない問題を友達と相談したりできるからです。

大学で授業を受けるうえで肝心なことは，多様な授業スタイルに慣れること，授業ごとに異なるルールを

知ること，積極的に授業に参加することです。

単位を取ることは大学を卒業するために必要なことですが，それ自体が目的ではありません。本当に大事

なことは，「授業を通してあなたの知識，技術，態度，価値観，感性を磨くこと」です。そして，学ぶおもしろさを

感じることです。

●日本の大学のカリキュラムは上記の前提に基づいています。それぞれの授業で授業時間外に行う課題が出されます。
しかし，教員は手取り足取り教えてくれるわけではありません。大学の授業は，教員の話を一方的に聴いていればよい
のではなく，自ら主体的に学修し，自分自身で対話する姿勢を身に付けましょう。

●自発的に学ぶことは，自分の頭で考える習慣を身につけることです。そして学ぶ習慣をつけることは，大学を卒業後，
どんな仕事に就いても不可欠となる要素です。自発的に学ぶ習慣は，大学での学修活動に応用できるだけでなく，卒
業後の人生においても役立ちます。
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単位制度と学修時間について
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　・半期20単位の場合（2単位90分）
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【参考図書】近田政博「学びのティップス大学で鍛える思考法」玉川大学出版部，2009 年
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平成26年度文部科学省大学教育再生加速プログラム（テーマⅠ）選定事業

生涯学び続ける自律的な
アクティブ・ラーナーの育成をめざして

県立広島大学
ＡＰ事業推進部会ニュース
平成2７年３月

アクティブ・ラーニング 始まります。アクティブ・ラーニング 始まります。

知の創成拠点としての能動的学修の推進
県立広島大学長 中村　健一

県大流　学びのスタイルとは
AP事業推進部会 西本　寮子

本学の取組に関するお問い合わせは，以下へお願いします。
県立広島大学　AP事業推進部会県立広島大学　AP事業推進部会
〒734－8558  広島市南区宇品東一丁目1－71
e－mail  kaikaku＠pu－hiroshima.ac.jp

県立広島大学 テーマⅠ （アクティブ・ラーニング）大学等名 テーマ

取組概要 地域活動を組み込み，主として教室外で行う「行動型学修」と，学修者の知的能動性を揺り動かし深い学びを喚起する「参加型学
修」を組み合わせた「能動的学修」を学士課程教育に計画的に導入して教育改革を進める全学的な取組である。これにより，幅広
い教養と高度な専門性を備えた人材を育成し，生涯にわたり学び続ける自律的な学修者アクティブ・ラーナーの育成を目指す。

県立広島大学型　アクティブ・ラーニング

行動型学修行動型学修 教室外教室外 教室内教室内

学修支援学修支援

教室外での学びを取り入れる
・学生間交流
・地域との交流
・異文化交流

→各キャンパスに拠点
　を置いた
　地域活動

フィールドワーク
現場体験
インターンシップ
学修成果発表会

◇学修環境の整備　　◇支え合いをリードする学生の育成　　◇教職員研修の充実
行動型学修実践支援　　学修アドバイザー育成　　ファカルティ・ディベロッパー養成

教育改革の
STEP

アクティブ・ラーニングを受講する
学生の割合 *

*29年度の数値目標はアクティブ・ラーニングを再定義した上での値である

ファカルティ・ディベロッパー養成

学修アドバイザー育成

25年度 29年度

100%100%

30人0人

55人0人

数
値
目
標

教学マネジメント 体系的な学士課程
教育プログラム

自己評価システム

・協働学修
・反転授業
・プロジェクト学修
・双方向授業

→学修意欲・自主性を
　引き出す学びの
　スタイル

振り返り
プレゼンテーション
ディスカッション・ディベート
授業公開促進

知的能動性を揺り動かす

参加型学修参加型学修学生の主体性を育む能動的学修学生の主体性を育む能動的学修

教育方法の見直しと充実
授業方法の転換・改善

生涯学び続ける自律的な学修者
【アクティブ・ラーナー】

Campus  Linkage  Active  Learning 【CLAL】

学長のリーダーシップの下，教育改革に取り組む。本学での学びに対する学生の満足度を高め，
卒業生の活躍により地域への波及効果を狙う。

●教室外での学びを取り入れ，学修意欲・自主性を引き出す新たな教授法による授業外学修の充実を
加速する。
●知識を活かせる人材の育成を目指して，真の問題発見力や課題解決力，論理的思考力を育む。

●FD・SD活動の充実により，教職員の意欲を向上させる。目標を共有し，教育の質的改善に全学的・
組織的に継続して取り組む。

●学生同士が教え合うことで，学びを定着させる。

県立広島大学は，2005年，広島市，三原市，庄原市に存在した広島県内の3大学統合に
より，「地域に根ざした，県民から信頼される大学」を基本理念とした新大学の歩みを開始し
ました。以来，10年間の地域との関わりにおいて，県民に信頼される上で最も大切なミッシ
ョンは，地域に誇りうる確かな人材育成にあるという確信に至りました。そのため，2013年度よりスタートした
第二期中期目標においては，「グローバル化が進む社会経済環境の中で，企業や地域社会において活躍できる
実践力のある人材の育成」をトップスローガンに掲げ，全学を挙げて教育への取り組みがなされています。
その実現にあたっては，教育改革推進委員会を学長直轄として設け，教育改革の推進を進めています。実施

過程で得られた共通意識は，グローバル化の進展した社会において，大学教育に求められているのは，『命題
知』を古典的に修得させる従来の教育に留まらず，『応用知』あるいは『実践知』の涵養が極めて重要である
という認識でした。
能動的学修の推進はそうした目的を果たす上で求められる必然的活動であり，能動的学修推進に焦点化し

た取組への検討がなされました。その結果，フィールドワークなどの教室外の学修に基づいた行動型学修と、
双方向授業や反転授業など教室内での知的能動性を育む参加型学修の融合を基本とした、能動的学修教育
プログラムを構築することができました。幸いこの教育プログラムは，平成26年度の文部科学省助成事業で
ある「大学教育再生加速プログラム」の採択に至り，現在着実にその推進がなされています。私達は，学内外
の多くの方のご協力の下，全国大学の先駆的模範例となる，効果的な能動的学修を推進する実践活動を目指
しています。皆様からの幅広いご支援を宜しくお願いします。

ますます多様化、複雑化し、先が見えない現代社会にあって、答えのない課題に果敢に立
ち向かう力を身につけることが大学教育に求められています。本学では、特色ある4つの学
部で学ぶ学生たちが生涯にわたって学び続けるアクティブ・ラーナーとしての資質を身につ
けられるようアクティブ・ラーニングを計画的に導入します。
対話を重視した双方向授業を取り入れるアクティブ・ラーニングの方向性はふたつ。時には教室を飛び出して

地域の課題と向き合う行動的学修、ディスカッションなどを通じて意見を交わし、なにより自己との対話を通じ
て主体的に学ぶ意欲を引き出す参加型学修。これにより学生たちの知的能動性を揺り動かし、深い学びを喚起
します。それぞれ100㎞離れた3つのキャンパスと広島市内中心にあるサテライトキャンパスを舞台として学生
の主体的学びを引き出す能動的学修、それが私たちがめざす県大型アクティブ・ラーニングのかたちです。

平成26年度  文部科学省
「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。
平成26年度  文部科学省平成26年度  文部科学省平成26年度  文部科学省平成26年度  文部科学省平成26年度  文部科学省
「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。「大学教育再生加速プログラム （テーマⅠ：アクティブラーニング）」に選定されました。

H26 年度教育改革フォーラム（H27.3.7）
学生による公開ディベート

1 目　的
地域に軸足を置き世界を視野に活躍できる人材の育成拠点として，本学が掲げる人材育成目標の実現のために全学で

取り組んでいる教育改革のうち，授業方法の見直し・改善と教育方法の充実・転換を目指したアクティブ・ラーニングの
導入を加速し，学生の学修意欲を喚起し，主体性をはぐくむ教育を定着させることを目的としています。

2 具体的な実施内容
（1） 体系的に組み立てられた学士課程教育プログラムとアクティブ・ラーニング

全学共通教育は，大学教育の基盤をなす科目群と豊かな教養を身につける科目群に再編して，自らの学びを選択する
仕組みを加えて，平成27年度からスタートします。

（2） 「主体的な学びを育む能動的学修」の実現を目指す「行動型学修」と「参加型学修」
「主体的な学びを育む能動的学修」を実現するため，教室の外で積極性を身につける「行動型学修」と教室内の学修で
知的能動性を揺り動かし，深い学びを喚起する「参加型学修」を，教育目標と教育内容に沿って計画的に取り組むことで
学びの質を向上させることを目指しています。

（3） 「支え合い，学び合う」人材育成の仕組み
授業改善を実践し，組織的・継続的に教育の質的改革をけん引するファカルティ・

ディベロッパーを養成し，教員同士が支え合い・学び合う仕組みを構築します。

3 事業期間
平成26年度～平成29年度（4年間）

4 取組概要
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おわりに

平成26年度，27年度のAP事業実施報告をお届けします。この間，自律的な学習者（アクティ

ブ・ラーナー）の育成を目標に掲げ，アクティブ・ラーニング（AL）を軸とした本学の教育改革の

取組にご協力くださった全ての皆様に感謝申し上げます。とりわけ，本学の教職員に対する研修を

通じて多くの示唆を与えてくださった講師の皆様方，開始直後より私たちの取組を見守り，ご助言

くださる評価委員の皆様方に，心より厚くお礼申し上げます。

本学におけるALの状況をみてみますと，専門教育，全学共通教育を問わず，グループワーク，

ディスカッション，プレゼンテーションを中心とした参加型学修の導入が進められています。実施

教員の間では，学生の授業への参加度が増し，理解度の向上に結びついていることが認識されてい

ます。全学共通教育の科目群の一つ「広島と世界」に開設された科目においては，3箇所に分かれ

たキャンパス間の距離を「強み」と捉え，専門の異なる学生間の交流を伴うフィールドワークも定

着しつつあります。

私たちは，参加型・行動型のAL実践が「アクティブ・ラーナー」を育てる上で効果的だと考え

ています。それが本当なのか，検証を重ねていかなければなりません。そのためには，評価のあり

方を検討し，深めていく必要があります。組織的なルーブリックの導入は一つの鍵となるかもしれ

ません。

これまでを振り返り，次への課題を一層明確にするため，平成27年度末の教育改革フォーラムの

テーマを「アクティブ・ラーニングの導入と評価」としました。「導入」「評価」「組織的対応」とい

う3つのキーワードを掲げた本学の実践報告と，ルーブリック先進事例の講演＆ワークショップに

よって，私たちの取組は次のステージへと進み始めたことを確信しています。

採択から1年半が経過しました。CLALの3本柱である「AL推進」「FDer養成」「SA養成」を

着実に進める上での課題はまだまだ山積しています。AL実践の共有と評価方法の検討，FDerを中

心とした組織的研修の実施，教職協働でSAを育成することなど，これまでの取組をさらに発展さ

せなければなりません。

最終的なゴールは，本学の学生が「生涯学び続ける自律的な学修者（＝アクティブ・ラーナー）」

となることです。これは大学生活を送る4年間で完成するものではありませんが，CLALの取組が

自律的学修者の基礎を培うことを期し，教職員が一丸となって，さらなる努力を続けてまいります。

 本報告書をお読みくださった皆様へ感謝申し上げますとともに，引き続きご支援を賜りますよう，

何卒よろしくお願い申し上げます。

平成28年3月 
AP事業推進部会長  馬本 勉 

129




